段が、 僕に は 幾ら もあった 箬だ。 さう 云 ふ 手段 を、 僕 

はいつ も 巧者に、 有利に 用ゐて 来た もの だ。 世の中が 

まぎ 

面白く なくなった 時、 気 を 紛らす に は、 本 を 読んだり、 

旅 をしたり、 友達と 遊んだり する こと も 出来る ではな 

いか。 それ は糙 かに さう に 違ない。 それでも 僕 は 死ぬ 

るの だ。 若し 僕が ロマンチック とか コケット リイと か 

力た. kp 

云 ふやうな 傾き を 持って ゐて、 忠実な、 頼もしい 友人 

が、 僕が 死んだ 跡で、 余計な 思慮 を 費す やうに しょう 

と 思ったなら、 今 僕の しょうと 思 ふこと をす るに 臨ん 

で、 僕 は 勝手に 秘密ら しい、 熱情の あるら しい、 戯曲 

的な 原因が ある だら うと 云 ふ 推測 をさせる のが、 何よ 



へ往 くこと にした。 キュ ウル • ァネェ と は 薔薇の 谷と 

云 ふこと である。 テラ ピアと ビ ユイ ユウ ク ニァレ とに 

近い、 画の やうな 部落で ある。 石の 階段 を 登った 上に、 

n オフ イイ てん 

葉の 茂った 木に 蔽 はれて、 小さい トルコの 珈琲 店が 

ある。 そこで 上等の 珈啡を 飲み、 香の 高い 紙 巻 烟草を 

燻らせながら、 噴水の 音 を 聞いて 涼む ことが 出来る。 

ブラウン 夫婦と ジ ユリ エツ トと 僕と は、 小さい 卓 を 

ある ごんす か 

囲んで 据わって、 トルコの 菓子 や 阿月 渾子 を噬 みなが 

ら、 ぼんやりして 水の ささやきと 木の葉の そよ ぎと を 

聞いて ゐた。 その 時 僕 は 説明の 出来ない 或る 感じの す 

ことば 

るのに 気が 附 いた。 この 説明の 出来ない と 云 ふ詞は 



くれる だら うと 云 ふ 想像 は、 僕に は 嬉しかった。 僕 は 

度々 スク タリで 話 をした 時の 事 を 思 ひ 浮べて 見た。 高 

い 糸杉の 木、 倒れて ゐる柱 形の 墓石、 僕に 手 を 握らせ 

ほゝ *J 

て 微笑んで ゐる 若い 女の 顔。 こんな 物が 又 目に 浮ぶ。 

併し どうも その 場合に、 僕 は 局外者に なって ゐる やう 

でなら ない。 詰ま リ 秘密ら しく 次第に その 啓示の 期の 

近づいて 来る、 僕の 生涯の 隠れた 目的 は、 この 目に 浮 

ぶ 物の 外に あるの だ。 

かう 云 ふ 妙な 精神状態 を、 僕が して ゐる うちに、 ブ 

ラ ゥ ン 夫婦が テラ ピアに 滞留し てゐる 害の、 最後 の 数 

週が 次第に 過ぎ去つ てし まふ。 僕はジ ユリ エツ トと差 



向 ひになる ことが めったに 無い。 ブラウンの 怪我 は 早 

く 直った ので、 ブラウン か 細君 かのうち が、 始終 ジュ 

はさ 

リ エトと 僕との 間に 介 まって ゐる。 そして 出立の 期が 

迫って 来る。 さていよ/ \ フランクフルトへ 帰る 前に 

なって、 ブラウン 夫婦 は此 旅行の 記念品 を 買 ひに、 ス 

タン ビュ ウルの 大 勧工場へ 往 くと 云って、 僕 を さそつ 

た。 或る日の 午後、 僕 等 は 勧工場の 中に 這 入って、 装 

たきもの 

飾 品の 売場から 薫 物の 売場へ、 反物の 卓から 置物の 卓 

へと あちこち うろついた。 丁度 僕 等が あの 信用の 出来 

ない 程 古い 家具の 陳列して ある、 べゼス チンと 云 ふ 室 

に 来た 時、 ジ ユリ エツ トと ブラウン 夫婦と が 何 か 買物 
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